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2022 年 11 月 10 日 

株式会社日立製作所 

 

IT 基盤のモダナイズ加速に向け、クラウド構築・運用のベストプラクティスを 

活用した「IT基盤/運用高度化オファリング」を提供開始 

 

 

IT 基盤/運用高度化オファリングの提供イメージ 

 

株式会社日立製作所(以下、日立)は、これまでのクラウド関連サービスを、IT 基盤のモダナイズを加速す

る「IT 基盤/運用高度化オファリング」として統合・強化し、11 月 10 日より順次提供開始します。 

本オファリングは、日立がこれまで培ってきたパブリッククラウドと基幹システム双方の構築・運用ノウハウを

まとめたベストプラクティスをもとに、IT基盤のモダナイズに関するコンサルティングから設計・構築、運用までを

ワンストップで提供するものです。 

具体的には、豊富な経験を持つコンサルタントと高い技術力を持つエンジニアが、経営戦略・人財・IT の

観点で IT 基盤のモダナイズに向けた構想や全体方針、推進計画などのグランドデザインの策定を支援しま

す。また、マルチクラウド環境の IT 基盤の包括的なマネージドサービスを提供する新サービス「Cloud and 

Application Managed Service(以下 CAMS)」により、クラウド移行・再構築やセキュリティ環境を含めた

運用の高度化を段階的なアプローチで円滑に推進します。さらに、継続的な運用効率化に向けて、先進の

AI・コード化技術を活用した段階的な運用自動化も支援していきます。 

これらにより、IT 基盤の戦略的なモダナイズを実現し、お客さまのビジネスアジリティ向上や DX(デジタルト

ランスフォーメーション)推進に貢献します。 

 

■背景 

 変化の激しい市場競争を勝ち抜くために、各社で DX 推進が加速する中、「IT 基盤モダナイズ」と「継続
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的な業務革新」の両輪を回すことが求められています。一方、それに伴い、IT 基盤の追加・拡張やシステム

のクラウド化が業務ごとに個別に推進されてきたことでクラウド環境が複雑化しています。クラウドサービスを

目的ごとに適切に使い分け、マルチクラウド環境を効率的かつ安全・安心に運用するためには、パブリックク

ラウドを使いこなす技術に加えて、オンプレミスで確立している基幹システムの運用方法やセキュリティ対策を

パブリッククラウド上で実現するノウハウなどさまざまな専門知識や経験が必要です。そこで今回、クラウドと

オンプレミス両方のシステム開発や運用で培ってきたノウハウ、最新のテクノロジーをより早くお客さまに提供す

るために、これまでお客さまのクラウドジャーニーを支援してきた関連サービスを「IT 基盤/運用高度化オファリン

グ」として統合するとともに、「CAMS」をメニューに追加することで強化します。 

 

■CAMS の特長 

１．IT 基盤の構築・運用の自動化によりビジネスアジリティ向上に貢献 

 IaC*1 の仕組みを用いてハードウェア、OS、コンテナなどのベストプラクティクスな設計をテンプレートとして蓄

積することで、運用環境を含めた IT 基盤の構築を自動化します。これにより、人為的なミスをなくすととも

に、PoC や新しいアプリケーションを開発する環境を必要なときに早期に立ち上げることが可能になります。 

また、IT基盤やその上で稼働するサービスの状態を複数のクラウドを横断して統合的に収集し、ダッシュボ

ードでリアルタイムに可視化するオブザーバビリティ*2 対応の監視・運用システムを提供します。本システムによ

り、障害などのインシデントを把握し、その事象や対処方法などのノウハウを AI・コード化技術によって蓄積、

学習することで、運用作業の自動化を段階的に拡大していきます。 

これらにより、IT 基盤の構築を迅速化するとともに、インシデント対応やサービス拡大に伴う運用業務の

肥大化・属人化を防ぎ、お客さまのビジネスアジリティ向上に貢献します。 

*1 IaC: Infrastructure as Code：IT インフラ構築をコード化する手法 

*2 システムのアウトプットに及ぼす影響を多数の構成要素からなるシステム内部の状態から推測する仕掛け 

 

2．クラウド設計・運用のベストプラクティスにより IT 基盤の設計プロセスを効率化 

「CAMS」のオプションメニューとして、パブリッククラウドを活用した IT基盤の設計プロセスを効率化する「ク

ラウドリフト向けサービスプラットフォーム」「クラウドネイティブ*3向けサービスプラットフォーム」を提供します。 

これらは、日立が培ってきたさまざまな業種・業務でのクラウド設計・運用実績の中からベストプラクティス

を集約し、データベース・ミドルウェアの設計や、運用・セキュリティなど非機能要件の定義などのノウハウをま

とめたフレームワークです。信頼性と拡張性を両立するシステムの構築・運用に必要な機能群をまとめた「ク

ラウドリフト向けサービスプラットフォーム」と、クラウドネイティブなサービスの開発・運用に必要な機能群をまと

めた「クラウドネイティブ向けサービスプラットフォーム」を用途に応じて選択することができます。これらにより、IT

基盤の要件定義や基本設計を効率化することで、お客さまはアプリケーション開発に注力することが可能に

なります。 

*3 クラウドの利点を徹底的に活用するため、最初からクラウド上で動くことを前提に設計されたシステム 
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３．マルチクラウド環境における安全・安心なセキュリティ運用を実現 

「CAMS」のオプションメニューとして、日立のセキュリティ監視センター(SOC)の実績豊富なセキュリティエキ

スパートによるセキュリティ運用のサポートする「マネージドセキュリティサービス」を提供します。これまでオンプレミ

スやプライベートクラウド環境を対象として、日立グループ 37 万人が利用する IT 基盤や、大手金融機関、

官公庁などのお客さま向けに提供していましたが、その実践ノウハウを最大限に活用し、今回パブリッククラ

ウド(アマゾン ウェブ サービス、Microsoft Azure)を対象とするサービスを追加しました。これにより、クラウドに

精通したセキュリティ人財が不足しているお客さまでも、安全・安心なマルチクラウド運用を実現することがで

きます。 

 

 

CAMS を活用した IT 基盤の例 

 

■今後の展望 

日立は、本オファリングのインフラを提供するハイブリッドクラウドソリューション EverFlex from Hitachi*4の

強化を進め、機密性の高いデータをクラウド上で安全に管理するサービスを拡充するなど、お客さまの安心・

安全なクラウドジャーニーを実現していきます。また、日立ヴァンタラの「Hitachi Application Reliability 

Center*5」とノウハウ/技術を共有し、さらなる信頼性とアジリティ(俊敏性)を最適な運用コストで実現するマ

ネージドサービスを提供していきます。さらに、GlobalLogic のマイクロサービス*6 を活用したアプリケーション開

発の知見を取り込むことで、IT 基盤フレームワークを強化し、基幹システムのモダナイズおよび DX 推進をさら

に支援していきます。 

*4 2022 年 10 月 19 日ニュースリリース「基幹システムのモダナイゼーション加速に向け、ハイブリッドクラウド事業を強化」 

https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2022/10/1019.html?pr1110 

*5 2022 年 9 月 14 日ニュースリリース「日立ヴァンタラが、米国ダラスにクラウドの運用管理を提供する「Application Reliability 

Center」を開設」 

https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2022/09/0914a.html?pr1110 

*6 2022年 10月 21日ニュースリリース「エンタープライズシステムのアジリティ向上を支援するマイクロサービス開発基盤を提供開始」 

https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2022/10/1021.html?pr1110 

 

 

https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2022/10/1019.html?pr1110
https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2022/09/0914a.html?pr1110
https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2022/10/1021.html?pr1110


4 / 5 

■IT 運用/高度化オファリングサービスメニュー 

名称 サービスメニュー 概要 価格 提供開始時期 

プラットフォーム向け

モダナイゼーション 

支援サービス 

各種クラウド関連 

コンサルティング 

経験豊富なクラウドコンサルタントや

アーキテクトによる構想策定・要件定

義の支援と、最適なプラットフォーム

と方式の選定 

個別見積 提供中 

Cloud and 

Application 

Managed Service 

設計・構築支援 

環境提供 

監視・運用支援 

日立のフレームワークを活用した迅速

かつセキュアな IT 基盤の設計・構築

から監視・運用を一括支援 

個別見積 2022 年 11 月 

オプション 

メニュー 

クラウドリフト向け 

サービスプラットフォーム 

信頼性/拡張性/柔軟性あるクラウ

ドシステムを効率的に構築・運用す

るために必要なフレームワーク 

2023 年 1 月 

クラウドネイティブ向け 

サービスプラットフォーム 

クラウドネイティブなサービスを開発・

運用するために必要なフレームワーク 

2023 年 1 月 

マネージドセキュリティ 

サービス 

(アマゾン ウェブ サービス) 

アマゾン ウェブ サービスのクラウド環

境の統合監視、予防からインシデン

ト対処までのセキュリティ運用支援 

2022 年 12 月 

マネージドセキュリティ 

サービス 

(Microsoft Azure) 

Microsoft Azure のクラウド環境の

統合監視、予防からインシデント対

処までのセキュリティ運用支援 

2023 年 2 月 

 

■関連リンク 

IT 基盤/運用高度化オファリング 

https://www.hitachi.co.jp/products/it/harmonious/cloud/articles/itinfra/index.html?pr1110 

 

■関連セミナー 

日立は、事業課題を解決する個別の取り組みやソリューションについて紹介する「Hitachi Social 

Innovation Forum 2022 JAPAN Plus」を実施します。今回の新サービスは、本イベントにおいて 11 月 15

日(火)～12 月 16 日(金)に配信する以下のセッションでご紹介します。 

・「お客さまとの協創や日立のノウハウをもとにした、企業価値を生む事業基盤の構築と運用への効果的な

アプローチ」 

https://www.service.event.hitachi/sessions/?search_text=PD37&session_type=&elc_category_i

d=&plus_id=#session-detail-112 

・「ゼロトラスト・セキュリティ導入における成功の秘訣 ～導入事例から学ぶ課題と対応ポイント～」 

https://www.service.event.hitachi/sessions/?search_text=PD45&session_type=&elc_category_i

d=&plus_id=#session-detail-106 

https://www.hitachi.co.jp/products/it/harmonious/cloud/articles/itinfra/index.html?pr1110
https://www.service.event.hitachi/sessions/?search_text=PD37&session_type=&elc_category_id=&plus_id=#session-detail-112
https://www.service.event.hitachi/sessions/?search_text=PD37&session_type=&elc_category_id=&plus_id=#session-detail-112
https://www.service.event.hitachi/sessions/?search_text=PD45&session_type=&elc_category_id=&plus_id=#session-detail-106
https://www.service.event.hitachi/sessions/?search_text=PD45&session_type=&elc_category_id=&plus_id=#session-detail-106
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また、10 月 25 日(火)～27 日(木)に開催した 「Hitachi Social Innovation Forum 2022 JAPAN」で

発信した関連セッションについてもアーカイブでご視聴いただけます。 

・「デジタル経営への変革！企業価値を生む事業基盤のモダナイズとは」 

https://www.service.event.hitachi/sessions/#session-detail-32 

詳しくは、オフィシャルサイト(https://www.service.event.hitachi/)をご覧ください。 

 

■商標 

・アマゾン ウェブ サービスは、Amazon.com, Inc.またはその関連会社の商標です。 

・Microsoft Azure は、マイクロソフト 企業グループの商標です。 

・Google Cloud は、Google LLC の商標または登録商標です。 

・EverFlex は、Hitachi Vantara LLC の商標または登録商標です。 

・その他記載の社名、商品名はそれぞれの会社の登録商標または商標です。 

 

■日立製作所について 

日立は、データとテクノロジーでサステナブルな社会を実現する社会イノベーション事業を推進しています。

金融・官公庁・自治体・通信向け IT サービスやお客さまの DX を支援する「デジタルシステム&サービス」、エ

ネルギーや鉄道で脱炭素社会の実現に貢献する「グリーンエナジー&モビリティ」、産業流通、水インフラ、ヘ

ルスケア、家電・空調システム、計測分析システム、ビルシステムなどの幅広い領域でプロダクトをデジタルで

つなぐ「コネクティブインダストリーズ」と、自動車・二輪車の分野で先進技術を提供する「オートモティブシステ

ム」の事業体制のもと、IT や OT(制御・運用技術)、プロダクトを活用する Lumada ソリューションを通じてお

客さまや社会の課題を解決します。グリーン、デジタル、イノベーションを原動力に、お客さまとの協創で成長

をめざします。2021 年度(2022 年 3 月期)の連結売上収益は 10 兆 2,646 億円、2022 年 3 月末時点

で連結子会社は 853 社、全世界で約 37 万人の従業員を擁しています。 

詳しくは、日立のウェブサイト(https://www.hitachi.co.jp/)をご覧ください。 

 

■本件に関するお問い合わせ 

株式会社日立製作所 サービスプラットフォーム事業本部 マネージドサービス事業部 

お問い合わせフォーム：http://www.hitachi.co.jp/it-pf/inq/NR/ 

 

 

https://www.service.event.hitachi/sessions/#session-detail-32
http://www.hitachi.co.jp/it-pf/inq/NR/

